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I 細胞運動の力発生に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for generating motive force of cell motility 

  
                                                                   横田悦雄・新免輝男  

                                                                  Yokota, E., Shimmen, T. 
 
細胞の機能発現において細胞骨格は重要な役割を果たしている。植物細胞の原形質流動、原生動物のアメーバ運動、イカ

ダケイソウの滑走運動におけるアクチン系細胞骨格の役割を解析した。タバコ培養細胞において生化学的に同定したミオシ

ンXIIが小胞体を輸送することを明らかにしていたが、さらに、細胞表層における小胞体の網目構造の形成のしくみを明ら

かにした。植物細胞における小胞体の形態形成の機構を in vitroで明らかにしたのはこれが初めてである。 
 

 

Ⅱ 植物の形態形成に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for morphogenesis in plants 
 
                                                                     園部誠司・新免輝男 
                                                                    Sonobe, S.,  Shimmen, T.  
 
植物細胞の形態形成は細胞質分裂面の制御及び細胞の伸長成長の方向制御によって行われる。タバコ培養細胞を用いて、

それを遠心することにより、分裂装置を移動させ、それが元の位置に回復する過程を解析した。これによって、アクチンの

関与が明らかとなった。接合藻類に属するアオミドロの接合の機構はよく知られた現象であるが、実験室における接合の誘

導が難しかったために、研究が遅れていた。接合を実験室で効率良く誘導できるようになったため、その過程の正確な解析

が可能になった。 

 

Ⅲ 膜の機能発現に関与する分子機械 

Studies on biomolecules responsible for membrane function 

 

                                                                      新免輝男・園部誠司 
                                                                      Shimmen, T., Sonobe, S. 
 
 車軸藻の細胞を用いて、膨圧変化により脱分極が誘導されることを以前に報告した。その後、不応期が非常に長いことに

気がついた。今回はその過程を解析した。その結果、不応期からの回復にはタンパク質合成が関与していることが明らかと

なった。アメーバを切断することにより、収縮胞を持たない細胞片を調製することができる。この試料を用い、収縮胞再生

の過程を詳細に解析した。 
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